
 

 

 

戦略産業育成 

 

⑤公益財団法人とかち財団 

「地域のものづくりを柱とする「とかち型ビジネス支援」プログラム」 

（2020 年農林水産大臣賞） 

 

受賞理由：十勝地域の基幹産業である「食」と「農」に特化した企業支援プログラムとし

て、①農業機械・食品製造機械等の開発支援、②食品の開発支援、③スタートアップ支援・

起業家人材の育成という３つの支援プログラムを構築し、専門スタッフが現場に入り、深く

寄り添いながら新規事業化や起業に対するハンズオン支援を実施している。 

その結果、94 件の新事業創出や大手企業との共同プロジェクトなどにより、約 480 アイテム

の商品化がなされ、この 10 年において農業・食品加工機械で約 20 億円、加工食品で約 40 億

円の企業の売上向上に貢献した。 

代表的な企業支援としては、AI を活用して発情・疾病兆候など牛の活動情報を自動検知する

クラウド牛群管理システムやウエアラブルデバイス等の開発を支援し、十勝地域をはじめと

した国内外の酪農・畜産生産者に広く導入することにより、生産性向上や労働環境の改善に

寄与している。 

(実施者) 

公益財団法人とかち財団 

(事業の背景及び経緯） 

北海道十勝地域において、農業を核とした地域産業の振興を支援することにより、地域産業の

高度化と複合化を促進し、活力ある地域社会を形成するため、関係機関と連携して「つながり」

をより広く、強くすることで、入口から出口までの一貫した支援につなげ、地元生産者や企業の

製品開発、販路拡大、新事業展開、起業・創業を促進する。これにより、十勝の未来につなぐ

「価値」の創出と向上に取り組んでいる。 

(事業内容) 

①ものづくり支援事業 

 食品分野及び機械・電子分野の「ものづくり」に関し、技術支援施設（北海道立十勝圏地域食

品加工技術センター、十勝産業振興センター）を活用した技術開発・製品開発によりものづくり

企業の支援を行う。 

②地域連携支援事業 

 地域振興プロジェクトに関し、ISOBUS普及推進会、十勝ヨーグルトプロジェクト、十勝ブラン

ド認証機構、FOODEX JAPAN「北海道十勝物産館」等の事務局や国の補助事業の管理機関を務める

とともに、とかちイノベーションプログラム、フードバレーとかち人材育成事業等の他機関主催

の事業運営事務局に参画し、地域企業の支援を行う。 

③事業創発支援事業 

 帯広市や関係機関との連携により「とかちビジネス支援プロジェクト」を立ち上げ、地域事業

者が実施する国内外への調査研究費の助成、アーリーステージ企業の事業展開助成、十勝ものづ

くり総合支援補助金、起業家を目指す学生の育成奨学金制度を実施し、新たな事業創発、新事業 

 



 

 

 

展開、人材育成を行うとともに、2019年8月には地域を牽引する人材が集うビジネススタート

アップ支援スペース「LAND」を開設した。 

(成果) 

・ものづくり支援では、食品分野で累計約400品の開発支援を行い、ALL JAPANナチュラルチーズ

コンテスト農林水産省生産局長賞、北海道新技術・新製品開発賞大賞2件など15品で32件の受賞

歴、機械・電子分野では累計約10機の開発支援を行い、ものづくり日本大賞内閣総理大臣賞、新

機械振興賞機械振興協会会長賞など2機で4件の受賞歴がある。特許出願は33件である。 

・地域連携支援では、「十勝ヨーグルトプロジェクト」の実施により5企業が参画、2社が既に商

品化を行い、3社が商品化を予定し、新たな地域ブランディングが進んでいる。「十勝ブラン

ド」支援では32事業所126品が登録され、地域での認知度を高めている。「FOODEX JAPAN」では

2001年から毎年約20企業が協力して「北海道十勝物産館」を出展し、販路拡大に寄与している。 

・事業創発支援では、これまでアーリーステージ助成により6件、国内外調査研究助成により7

件、学生起業家育成奨学金により17名、ものづくり補助金により6件の新ビジネス・新事業が展

開され、持続的な起業家育成が行われている。スタートアップ支援スペース「LAND」では開設か

ら5ヶ月で約3000名が利用し、活発な人材交流に貢献している。 

・これらの成果により、地域産業政策「フードバレーとかち」においても重要な役割を果たし、

十勝地域の代表的なビジネス支援プログラムとして評価されている。 

（事業に取り組んで苦労したこと） 

とかち財団が地域を代表するビジネス支援プログラムを構築するにあたり、地域事業者に必要

な支援は何か、具体的な事業活動として効果的な活動は何かを関係機関も交えて意見交換し、新

たな事業創発支援のプログラムを開始した。また、当初は事業予算や支援人材の確保が課題で

あったが、帯広市や他の支援者の協力により解決した。 

(事業の成功要因) 

これまでの「ものづくり支援」や「地域連携支援」と、新たに開始した「事業創発支援」が有

機的に連動し、効果的な成果を挙げるための仕組みとして、「とかちビジネス支援プロジェク

ト」による支援企業の「ものづくり支援」への流し込みや、逆に「ものづくり支援」の成果を

「とかちビジネス支援プロジェクト」へ誘導するなどの工夫を行っている。同時に、他機関主催

の産業支援事業（とかちイノベーションプログラム、とかちフードバレー人材育成事業等）の運

営にも参画し、そこからの事業者ニーズの取り込みや関係機関からの協力を得る体制を構築して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

受賞後の取組みについて 

 ＜ものづくり支援＞ 

 引き続き、技術支援拠点（北海道立十勝圏地域食品加工技術センター、十勝産業振興セン

ター）を活用した技術開発・製品開発によるものづくり企業の支援を行っており、開発支援し

た製品1件が「令和2年度北海道新技術・新製品開発賞」ものづくり部門大賞を受賞している。 

 ＜地域連携支援＞ 

 地域振興プロジェクトのうち、十勝ヨーグルトプロジェクトでは地域企業の参画が増加し、 

現在6企業の商品化が進んでいる。また、これまで地域の産学官金で支援してきた北海道中小

企業家同友会とかち支部の会員企業による「とかち宇宙日本食」開発の取組み成果として、

「北海道産牛肉とミニトマトのハンバーグ」がJAXA「宇宙日本食」認証を取得（2021年1月）

した。 

 ＜事業創発支援＞ 

未来の起業家を育成するため、帯広畜産大学の「ちくだいスタートアップ体験プログラム」

の実施協力や、高校生ボランティア団体「CAN-PASS」との連携による「高校生を対象とした課

題発見・解決プログラム」(https://land.or.jp/tp_detail.php?id=270)など、若年層への取

り組みをスタートさせた。 

また、支援の実効性を高めることを目的に、先輩起業家や専門アドバイザーによる地域活性

化ビジネス相談所「O-KISOU」(https://land.or.jp/tp_detail.php?id=254)を新たに開設し、

新規の事業相談の増加にもつながっている。 

さらに、起業家育成や人材交流、拠点間連携を目的に一般社団法人Ag Venture Labとの連携

協定を締結（2021年2月）し、支援ネットワークを拡充した。 

この他、2021年4月から事業開始直後で専用オフィスを持たない事業者向けの住所レンタ

ル・郵便物受け取りサービス (https://land.or.jp/tp_detail.php?id=233)を開始し、積極的

な支援活動を展開している。 

 

 


